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平成 30(2018)年度 
筑波大学芸術専門学群芸術学専攻 美術史コース 
筑波大学大学院人間総合科学研究科芸術専攻 美術史領域 
卒業論文・修士論文題目 
1 卒業論文 
大藪 早紀 山名文夫研究―1950年代の都民劇場パンフ 
  レットデザイン 
小川 耀平 ローマ模刻に見られる翻案と創意 
 ―ポリュクレイトス作品を中心に 
坂上 綾菜 初期ネーデルラント絵画における風景表現 
 ―ヒエロニムス・ボス《快楽の園》を中心 
  に 
常包 美穂 歌川広重の琳派受容について 
 ―『略画光琳風立斎百図』を中心に― 
2 修士論文 
有須 千夏 棟方志功再考 
―海外評価と禅とのかかわり― 
千葉加奈子 金剛峯寺所蔵《狩場明神像・丹生明神像》 
 の制作背景 
本号執筆者 
長田 年弘 筑波大学芸術系 
寺門臨太郎 筑波大学芸術系 
林 みちこ 筑波大学芸術系 
川村 笑子 筑波大学大学院博士後期課程人間総合科学 
  研究科 
常包 美穂 筑波大学大学院博士前期課程人間総合科学 
 研究科 
藝叢投稿規定 
１．投稿資格は、以下の1）から6）に該当する者に与え
られるものとする。 
1）筑波大学 芸術専門学群芸術学専攻美術史コース
（旧芸術学専攻、旧芸術学専攻芸術学コースおよ
び旧芸術学専攻芸術学・美術史コース）の卒業
者。 
2）筑波大学大学院 人間総合科学研究科 博士前期な
らびに後期課程芸術専攻の在学生および修了者。 
3）筑波大学大学院 旧博士課程（５年一貫制）芸術学
研究科修了者および修士号取得者。 
4）筑波大学大学院 人間総合科学研究科 旧博士課程
（５年一貫制）芸術学専攻修了者および修士号取
得者。 
5）筑波大学芸術系美術史担当教員。 
6）上記1）から5）に該当しない場合は、大学院博士後
期課程美術史領域で研究指導を担当する専任教員
の紹介状（書式任意）を添えること。 
２．投稿原稿は、すべて未発表のものに限る。 
３．「論文」の本文および註記は、原則として併せて
18000字以内。（英文の場合は9000ワード。）図版お
よび表は、併せて15点以内とする。 
４．「研究ノート」「書評」「展評」の本文および註記は、
原則として併せて12000字以内とする。（英文の場合
は6000ワード。）図版および表は、併せて10点以内と
する。 
５．執筆にあたっては「藝叢執筆要領」に従う。原稿
は、複写を含めて４部提出する。 
６．採択された論文はすべて筑波大学学術機関リポジト
リに登録し、インターネットにより公衆に閲覧可能
とする。印刷発行された論文を PDF 形式でアップ
ロードするが、挿図とした図版については著作権に
配慮しリポジトリ上では公開しない。執筆者が作成
した図表等についてはこの限りではなく、執筆者の
希望により公開することもできる。 
７．投稿原稿は、「藝叢原稿在中」と朱書した封筒で、以
下の住所宛てに送付する。 
〒305-8574 茨城県つくば市天王台1-1-1 
筑波大学芸術系美術史研究室 
８．投稿締切は10月31日。 
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藝叢審査規定 
１．投稿原稿の掲載は、いずれも藝叢編集委員会におい
て決定する。編集委員会は、筑波大学芸術専門学群
芸術学専攻の担当教員および他専攻、他大学の教員
ならびに美術館学芸員等をもって組織する。 
２．投稿論文の審査は、藝叢査読委員会が行う。査読委
員会を構成する委員は、藝叢編集委員会が委嘱す
る。ただし、編集委員会が適当な査読者を見出すこ
とができない論文については審査せず、投稿者に論
文を返送するものとする。査読委員の少なくとも１
名は編集委員会の外部に委嘱する。同様に、少なく
とも１名は論文と関連の深い研究領域を専攻する者
とする。また投稿者と師弟関係にある者は査読委員
たりえない。 
３．編集委員会は投稿論文１件について、２名の査読委
員を委嘱する。査読委員は、別紙『査読結果』にそ
って判定を行い、⑴採用、⑵修正の後採用（再査読
の必要なし）、⑶修正の後採用（再査読の必要あ
り）、⑷不採用、の四つのうちいずれかの判断を下
す。⑴から⑶の場合には、投稿者に対する助言と修
正点を記入する。 
４．査読委員が２名とも⑴採用ないし⑵修正の後採用
（再査読の必要なし）と判断した場合には、これを
もって査読結果とし、必要に応じて修正の後、採用
とする。同様に２名とも⑷不採用と判断した場合
も、これをもって査読結果とする。査読委員の１名
ないし２名が⑶修正の後採用（再査読の必要あり）
と判断した場合には、再査読を行う。再査読の結
果、２名の判定が同じでなかった場合には、第三査
読者に判定を委ねる。第三査読者は、採用、不採用
のいずれかのみの判断を下すものとし、これをもっ
て査読結果とする。 
５．査読にあたっては、博士論文提出の際に、審査付論
文として引用しうる水準を判断の目安とする。 
６．上記に記す以外の不測の事態に関しては、そのつど
編集委員会の決定に委ねる。 
藝叢執筆要領 
１．本文、註記、図表のキャプションは、すべて MS ワ
ード等の文書作成ソフトにより横書き A4 で作成す
る。 
２．トビラ頁、本文頁共に、論文題目および執筆者名を
のぞいて、25字/行･48行/段･２段/頁［2400字/頁］
で書式を整える。文字のフォントおよび級数は任
意。 
３．欧文中のアルファベット、アラビア数字およびロー
マ数字は、すべて半角で入力する。 
４．註記の本的な形式は、邦文、欧文ともに、斉藤孝
『学術論文の技法 第２版』日本エディタースクー
ル出版部 1998年 に準拠する。 
５．既刊論著等から複写のうえ引用する図表には、著者
撮影を含め、必ず典拠を明記する。 
６．諸研究機関等から原版提供を受けた図表には、提供
先を明記する。 
７．図表のうち著作権料が発生するものについては、執
筆者が個別に支払う。 
８．執筆者による校正は、原則として、初校１回限りと
する。 
９．投稿に際しては、以下の形式によるものとする。指
定された形式を逸脱した原稿は受理されないことが
ある。 
（1）提出原稿は、改行、図表割付位置等が分明な紙出
力原稿４部に加え、本文・註記・図表のキャプシ
ョンを改行指定入りテキスト形式［*.txt：テキス
ト+改行］に変換したファイルを CD、メモリー
スティックのいずれかに一括してコピーし、文書
作成に使用した OS とソフト名を明記する。 
（2）図版は例外なく白黒とし、JPEG ファイル、（解
像度 350ppi 以上）に整えたうえで文字原稿と同
様のメディア等に一括して記録するか、白黒の紙
焼き写真を以って提出する。 
10．印刷業者への入稿にあたっては、編集担当者の判断
により、本文および註記、ならびに図表キャプショ
ンの形式に修正・加筆を施す。２校目以降の校正に
おいても同様の手続きを経る。 
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